
ブロンテ・デイ公開講座報告 

 

行田 英弘 

（北海道大学大学院博士後期課程） 

 

2026 年のブロンテ・デイ公開講座は、6/6（土）に早稲田大学戸山キャンパスにて開催さ

れた。講演は、馬渕恵里氏（大阪大学准教授）と金谷益道氏（同志社大学教授）による二本立

てで、双方シャーロット―特に『ジェイン・エア』と『ヴィレット』の比較―に光を当てる内

容となった。概要は以下の通りである。 

馬渕氏の講演「シャーロッテ・ブロンテの自伝体小説」では、シャーロットがこの形式に

たどり着いた内的必然性を踏まえて、『ジェイン・エア』と『ヴィレット』それぞれの同時代

的な文脈における革新性、ならびに両作品の対照的な性質が説かれた。シャーロットの初期

作品においては、視点の混淆という技術的な問題が生じていたが、＜過去を振り返る一人称

の語り手＞の形式－出来事を俯瞰する証人の＜私＞と出来事を間近で経験する観察者の＜私

＞という 2つの視座の設定－は、その解決を彼女にもたらした。『『ジェイン・エア』の新奇性

は、しかしながら、自らが知ることしか語りえないという、こうした一人称の語り手の制約

を乗り越えようとしている点にあると馬渕氏は指摘する。それは小説がセント・ジョンの言

葉で結ばれることに象徴的に示されている。共に情熱家で、理想と現実の乖離に悩むジェイ

ンとジョンは言わば「分身」の関係にあるが、ジョンが死（による勝利）を恍惚と受け入れ

る様子が物語の末尾に置かれることは、分身であるジェインの来るべき死をも投射する。こ

うしてジェインは自らの未来という語りえぬものを語る（暗示する）ことに成功しているの

である。対照的に、『ヴィレット』の革新性は、本来語りうるものを語らない点にあると馬渕

氏は説く。同作において語り手のルーシーが顔を出すのは第 4 章であり、そこで彼女はすで

に 22 歳になっている。先行の 3 章において専ら語られるのはポーリーナの幼少期であるが、

そこで実際に行われているのは、他者に仮託して自らの過去を解釈すると共に、真実を隠蔽

するスクリーニングである。これは『ヴィレット』全編を貫くモチーフであり、ルーシーは他

者の描写を通じて、自らの過去を意味付け（decode）テキストに書き込む（encode）ことで、

他者の世界において自己を再構築してゆく。そこには必然的に多くの隠蔽が生じることとな

り、そうした空白を前景化する 20 世紀的な手法の先駆をなしたことが、「意味を生成する自

伝」としての本作の革新性である。 

金谷氏の「シャーロット・ブロンテと身体化された視覚－カメラ・オブスキュラからカメ

ラへ」では、同時代の光学装置の発達（会場では多くの写真と映像で変遷が辿られた）とそ

の背景にある視覚観の転回が、シャーロットの筆致の変化と結び付けられて論じられた。シ



ャーロットの初期作品では、風景を手元に映し出す光学装置である『「カメラ・ルシダ（camera『

lucida）」への言及があるが、金谷氏は、これが実際には暗室内に倒立像を映写する装置で、

シャーロットの時代に先駆けて存在していた「カメラ・オブスキュラ（camera『obscura）」を

指していた可能性を指摘する。ジョナサン・クレーリーによれば、カメラ・オブスキュラは、

観察者に暗室内に投射された虚像を見せるという点で、心（精神）と身体（物質）を互いに

独立したものと捉えるデカルト的な「心身二元論」を象徴する視覚装置である。これと対照

的なのが、1851 年の英万博において供された「ステレオスコープ（stereoscope）」である。

左右の目で（角度を変えて撮られた）異なる画像を観ることにより立体感を生じさせるこの

装置は、立体の像を結ぶのが観察者自身の視覚＝身体機能であるという点で、『「身体化された

視覚（embodied『vision）」の存在を強く意識させる。シャーロットは、カメラ・オブスキュラ

的な「精神の眼」、ステレオスコープ的な「身体の眼」のいずれの立場に与していたのか。『ジ

ェイン・エア』『ヴィレット』からそれぞれ例を引いた金谷氏は、外界に目をくれず自らの心

に傾斜する前者においては「精神の眼」が、そういった心身二元論をパロディ化する後者に

おいては「身体の眼」が優勢であると指摘する。金谷氏は最後に、このシャーロットの転回

―精神から身体へ―を、彼女を「風」になぞらえたジル・ドゥルーズの論へとつなげる。世界

のすべてのものは生成変化（becoming/devenir）の過程にあり、互いに関係し合っていると主

張したドゥルーズは、その関係を生じさせる契機として風を重視した。「風にあたる」ことは

世界との身体接触に他ならないからである。『「身体」に焦点をあててブロンテ作品を読み解い

ていくことは、アフェクト理論やエコクリティシズムとの接続の可能性を探ることに繋がり、

そこには研究の沃野が拡がっている。 


